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１ まえがき 

 地方公営企業法第４０条の２第１項の規定により、令和５年度下半期の明石

市水道事業の概要及び令和６年度予算の概要と事業の経営方針について報告い

たします。 

 

２ 令和５年度下半期の事業の概要 

 令和５年度下半期は、前年度同期と比べて給水人口で 963 人、給水戸数で

1,287 戸、それぞれ増加となっており、年度末では、給水人口は 306,075 人、

給水戸数は 147,494 戸となっております。 

 このような状況のもと、当期の有収水量は 15,532 千㎥となり、前年度下半期

と比較して 122 千㎥増加となりました。上半期は減少、下半期は増加した結果、

年間有収水量は 0.15％減少の 30,917 千㎥となり、有収率は 93.4％と前年度に

比べ 0.8％の減少となっております。 

次に下半期の経営状況は事業収益 3,013,118 千円に対し、事業費用 

3,138,668 千円となり、差引 125,550 千円の当期純損失となりました。 

 まず、事業収益では、前年度下半期に比べ、営業外収益が 268,480 千円減少

しましたが、営業収益において給水収益が 285,281 千円増加したため営業収益

全体では 337,292 千円増加し、収益全体では 68,721 千円（ 2.3％）の増加とな

っております。本年度は、主に業務用である大口径の一時的な増加があり、給

水収益が昨年度よりも増加しましたが、使用水量の大半を占める家庭用では減

少傾向が続いている状況です。 

一方、事業費用では、前年度下半期に比べ原水及び浄水費、配水及び給水費

等が増加したものの、減価償却費、業務費等が減少したため、480,408 千円

（ 13.3％）の減少となりました。これにより、上半期の純利益 541,285 千円

を加えた令和５年度全体では、415,736 千円の純利益となりました。 

 なお、消費税法及び地方税法による消費税及び地方消費税に係る収益的収支

の年間仮受払消費税及び地方消費税額は、事業収益では仮受消費税及び地方消

費税額 532,630 千円、事業費用では仮払消費税及び地方消費税額 331,833 千円



 

 

であります。 

 建設改良費では、年間で第３次整備事業として 1,472,519 千円をもって魚住

浄水場設備更新（第１期目）や明石川・鳥羽浄水場連絡管整備など浄配水施設

及び管路の整備・拡張を行いました。また老朽管整備事業として 520,259 千円

をもって、老朽化した配水管を更新計画に基づき、優先度の高い管路や地区か

ら順次布設替し、建設改良事業として 109,056 千円をもって、鳥羽浄水場照明

設備更新など浄配水施設及び管路の改修などを行い、これらに事務費等

87,922 千円及び企業債償還金 658,872 千円を加えて総額 2,848,628 千円（う

ち仮払消費税及び地方消費税 190,851 千円）を執行しております。これらの

財源には、企業債 1,325,100 千円、工事負担金 38,903 千円及びその他の収入

金102,649千円を加え、1,466,652千円（うち仮受消費税及び地方消費税 3,735

千円）を充てましたが、不足額の 1,381,976 千円は、減債積立金処分額 120,000

千円、建設改良積立金処分額 316,240 千円、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 187,116 千円、過年度分損益勘定留保資金 758,620 千円で全額

補てんしております。 

 本年度は、当年度純利益として 415,736 千円を計上しました。 

 今後についても、節水意識の高揚や設備機器の技術革新、生活様式の変化等

による使用水量の減少に伴い、減収傾向が続くと考えられ、当市の水道事業を

取り巻く経営環境は、厳しい状況下にあります。次年度以降においても、水道

法の趣旨を踏まえつつ、明石市水道事業経営戦略及び中期経営計画に基づく経

費の節減及び経営の合理化などの取組をさらに推進し、経営の健全性確保及び

水道の基盤強化に努めるとともに、「安全・安心・安定」な品質の水の供給と

水道利用者サービスの向上に万全を尽くしてまいります。 

 

 

 

 

 



 

 

令和４年度－令和５年度下半期実績比較    

       

区     分 
令和４年度 

下 半 期 

令和５年度 

下 半 期 
比  較 

給  水  人  口 305,112 人 306,075 人 963 人 

給  水  戸  数 146,207 戸 147,494 戸 1,287 戸 

普   及   率 99.994 ％ 99.995 ％ 0.001 ％ 

配   水   量 16,689 千㎥ 16,789 千㎥ 100 千㎥ 

有  収  水  量 15,410 千㎥ 15,532 千㎥ 122 千㎥ 

下半期増加給水人口 568 人 214 人 △354 人 

下半期増加給水戸数 352 戸 722 戸 370 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（税抜き　単位：円）

水 道 事 業 費 用 3,138,667,628 水 道 事 業 収 益 3,013,117,850

営  業  費  用 3,083,408,780 営  業  収  益 2,646,654,170

原 水 及 び 浄 水 費 1,378,487,970 給 水 収 益 2,505,714,091

配 水 及 び 給 水 費 556,572,463 受 託 工 事 収 益 36,992,177

受 託 工 事 費 33,037,411 そ の 他 営 業 収 益 103,947,902

業 務 費 153,175,794 営 業 外 収 益 366,457,149

総 係 費 110,338,657 受 取 利 息 186,438

減 価 償 却 費 776,133,008 他 会 計 補 助 金 45,454,481

資 産 減 耗 費 75,663,477 長 期 前 受 金 戻 入 223,864,350

そ の 他 営 業 費 用 0 雑 収 益 96,951,880

営 業 外 費 用 55,208,021 特  別  利  益 6,531

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

54,871,289 固 定 資 産 売 却 益 6,531

雑 支 出 336,732 過年度損益修正益 0

特  別  損  失 50,827 そ の 他 特 別 利 益 0

固 定 資 産 売 却 損 0 当　期　純　損　失 125,549,778

過年度損益修正損 50,827

固 定 資 産 除 却 損 0

そ の 他 特 別 損 失 0

3,138,667,628 3,138,667,628計 計

令和５年度下半期損益計算書

（令和５年１０月１日から令和６年３月３１日まで）

費   用   の   部 収   益   の   部



（税抜き　単位：円）

固　定　資　産 31,935,151,663 固　定　負　債 7,872,295,482

有形固定資産 30,844,041,417 企　　業　　債 6,711,514,584

土 地 2,956,972,387 引　　当　　金 1,160,780,898

建 物 859,302,913 その他固定負債 0

構 築 物 23,228,841,360 流　動　負　債 1,900,575,792

機 械 及 び 装 置 3,680,908,369 企　　業　　債 643,464,040

車 両 運 搬 具 2,032,807 未　　払　　金 1,192,533,336

工具器具及び備品 13,053,581 前　　受　　金 15,244,070

建 設 仮 勘 定 102,930,000 引　　当　　金 37,411,879

無形固定資産 87,888,686 その他流動負債 11,922,467

施 設 利 用 権 87,888,686 繰　延　収　益 5,308,728,436

投資その他の資産 1,003,221,560 長 期 前 受 金 5,308,728,436

投 資 有 価 証 券 0 資　　本　　金 18,673,218,864

出 資 金 3,000,000 資 本 金 18,673,218,864

そ の 他 投 資 1,000,221,560 剰　　余　　金 6,004,892,774

流　動　資　産 7,824,559,685 資 本 剰 余 金 1,496,288,100

現　金・預　金 6,614,177,395 利 益 剰 余 金 4,508,604,674

未 　 収　  金 582,475,604

有　価　証　券 0

貯　　蔵　　品 34,716,878

前　払　費　用 0

前　　払　　金 593,139,808

その他流動資産 50,000

39,759,711,348 39,759,711,348計 計

令和５年度貸借対照表

（令和６年３月３１日）

資   産   の   部 負 債 ・ 資 本 の 部



 

 

３ 令和６年度予算の概要及び事業の経営方針 

 令和６年度水道事業会計の予算につきましては、明石市水道事業経営戦略（平

成 29 年度～令和 8 年度）に沿って編成しており、給水戸数の増加を見込んでい

るものの、節水意識の高揚や設備機器の技術革新、生活様式の変化等による使

用水量の減少に伴い、使用水量の減少を想定しております。 

 今年度の業務の予定量は、給水戸数 147,900 戸、年間総配水量 32,120 千㎥、

１日平均配水量 88,000 ㎥、１日最大配水量 99,800 ㎥、年間有収水量 30,510

千㎥を計画しております。 

 収益的収支につきましては、事業収益の大部分を占める給水収益で 

5,390,000 千円が見込まれ、営業収益全体では 5,613,446 千円を予定しており

ます。これに、受取利息、施設分担金、長期前受金戻入等の営業外収益 799,742

千円、特別利益 1,120 千円を加えた事業収益総額では 6,414,308 千円（対前年

度比 1.0％減）を予定しております。事業費用では、営業費用が 6,423,858 千

円に、企業債利息等の営業外費用 287,000 千円、特別損失 6,400 千円、予備費 

10,000 千円を加えた事業費用総額 6,727,258 千円（同 3.6％増）を予定し、差

引 312,950 千円の収支不足（赤字）を見込んでおります。 

 次に資本的収支では、魚住浄水場設備更新工事（５年総額 5,530,800 千円の

３年目）等の第４次整備事業費に 2,874,971 千円、市内一円の老朽管整備事業

費に 937,625 千円、その他建設改良事業費等に 682,380 千円を投入し、企業債

償還金 644,000 千円、出資金 512,000 千円及び予備費 5,000 千円を合わせて、

5,655,976 千円（同 57.0％増）の資本的支出を計上しております。 

 これらの財源には、企業債 3,117,500 千円を含む 3,361,598 千円（同 65.5％

増）の資本的収入を予定しておりますが、なお 2,294,378 千円の不足が見込ま

れるため、建設改良積立金処分額 661,100 千円、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額360,001千円、減価償却費等の損益勘定留保資金1,273,277

千円で補てんする予定です。 

 以上のように、収益的収支は赤字予算となっており、今後長期的には給水人

口が逓減することによる全体的な使用水量の減少なども予測されるため、より



 

 

厳しい状況が続くと見込まれます。 

 また、明石川河川水からの水源転換や、水道施設の再整備、老朽管路の更新 

等には多額の経費が見込まれ、これらの財源としては、まずは内部留保資金を

充てることを想定していますが、現状では十分な内部留保資金があるとは言え

ず、施設更新等の財源見通しは厳しい状況です。 

 令和６年度においても引き続き明石市水道事業経営戦略及び中期経営計画

（令和３年度～令和８年度）を着実に履行し、経営の健全性確保及び水道の基

盤強化に努めるとともに、市民生活に欠くことのできないライフラインとして

の水の安全かつ安定した供給と水道利用者サービスの向上に万全を尽くしてま

いります。 

 

４ むすび 

 令和５年１０月１日から令和６年３月３１日までの令和５年度下半期におけ

る明石市水道事業の概要と令和６年度予算の概要及び事業の経営方針を上記の

とおり報告いたします。 


